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XS 701 クイックマニュアル 

このクイックマニュアルでは、本製品をお楽しみいただくためのちっとち基 
本的な操作を簡単に説明しています。文中に本製品取扱説明書の参照ページ 
を記載していますので、さらに細かい使いこなしかたやを意事項等に関して 
は、本製品取扱説明書をご覧ください。 

電気製品はま全のためのを意事項を守らないと、火災や人身事故になる 
ことがあります。このクイックマニュアルと本製品取扱説明書をよくお 
読みのうえ、製品を安全にお使い〈ださい。お読みになったあとは、い 
つでも見られるところに必ず保管して〈ださい。 

クイックマニュアル表記例：を意 @与ヒントな P . 00与取扱説明書参照ぺージ 


A 警告 


各部のる赖と役割 


巻戻し/戻るボタン 


外部入カジャック 
マイク 

SD カード 
ス〇ット 


ストラップ 
取り付け口 

イヤホンジ^^^ック 

内蔵スピーカー 



^詳し < は 
7ニユアル 


メニュー/戻るボタン 
USB コネクタ 

早送り/進むボタン 
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音量 (+/-) ボタン 



区間 U ピート /FM ラジオボタン 



電源/再生-一時停止 
ボタン 

録音/スピーカー 
ボタン 


バッテ U —カバー 


操作上のを意 

各ボタンは、操作する時間によって操作内容び変わる場合びあります。本紙では、 
ボタンを短く押す場合は 「短< 押す」、2 秒!;(上押し続ける場合は IIBP ® 囲押した 
まま（押し続ける）」 と表記しています。操作時間にご注意ください。 


/I 


曲を再生ずる 


^詳し < は 
マニュアル 




〇再生時に音量が上がりすぎていると、突然大きな音が鳴って耳を痛めることがあります。 
音量は再生しながら徐々に上げていきましょう。 

〇電車内や多くの人がいる場所で音楽をお楽しみになる際は、周囲の人の迷惑とならない 
音量でお聴きください。また、夜間は小さな音も遠〈まで聴こえることがありますので 
音量には充分配慮したうえでお楽しみ〈ださい。 


:電源を入れる 



© as 砂刚甲したままに します。 

[メニューボタンを巧してくださいに 表示されたら、 
W を 短く巧し ます。 

〇 0を押す時間が長いと電源が切れますな P . 25 


イヤホンの接続/巧蔵スピーカーのオン • オフ 



再生-一時停止 



4：音量の調節 



イヤホン使用時は、〇にイヤホンを接続します。 
内蔵スピーカーを鳴らす場合は、©を 短く巧し ます。 
0) を 短く巧す たびに、オン/オフび切り替わります。 

を押す時間が長いと録音が開始しますな P . 25 

スピーカーをオンにすると、イヤホンを接続しても 
W 内蔵スピーカーから音が出ます な P . 29 

© を 短<押す 与 再生 

再生中に(©を 短 < 巧す^ 一時停止 


を押す時間が長いと電源が切れますな P . 2日 

音量 （+ / —）ボタンを押して音量を調節します。 
音量は、ディスプレイに表示されます。 




003/010 Seagrand.MPS 


か:- X * 

か: ■■■" 

消音 

最大音量 


:早送り•巻を戻し 


再生中に I ◄◄/ ► W を押すと次の操作びでさます。 



•巻戻し 

M イを 巧したまま 


X-Seven はレジューム機能に 
対応しており、電源を切ってを、 
次回電源を入れたとさに、その 
巧の先頭から再生することびで 
さます。 


•早送り 

► w を押したまま 

参次の巧の頭出し再生 

を短く押す 

•再生中の曲の頭出し再生 

M ◄を短く押す(再生開始 6 秒上） 

•前の巧の頭出し再生 

M ◄を短く押す(再生開始日秒]^:^内） 


/I 


巧みの音質で再生する 


^詳し < は 
マニュアル 


励 


メニユー画面にする ® を 短く巧して メニュー画面を表示します。 

!◄◄/►►! を押して [6 

( jyO を短く押します。 



的的目日阳 




1 ^ <戻るなむ ► ^ニユー/戻る f 

广 li*" ◎ 〇 


!◄◄/►►! を押して [1 : イコライザ] を選び 

W を 短く押します。 


[K 的〇扣帕邮帕 


:音質を選ぶ 


I ◄◄/ ► M を押してイコライヴの種類を選びます。 



ノーマル/□ック/ 
ジャズ/クラシック/ 
ポップ/ユーザ ー 


m 扣阳目 


選択したら@を短<押して決定します。 

@ [ユーザー]を選ぶと、自由に音質を調整できます。その音質は保たれますな P . 62 
% メニュー画面で \44 /►>! を押して[モドル]を選んで®を押すと前の画面に戻れますか. 58 


再生方法を設定する 


^詳し < は 
マニュアル 




メニユー画面にする @を 短く押して メニュー画面を表示します。 

/ ►►! を押して [6 : セツテイ] を選び 

(M) を短く押します。 



扣扣目扣邮 


愚 


/ を押して [2: プレイモード] を選び 

を短く押します。 


0^^扣扣阳邮邮 


:音質を選ぶ 


!◄◄/►►! を押してプレイモードの種類を選びます。 


ぉる》け 、こ。- 巧る1 ill 1 II jl ノ ー マル/リピ ー ト1/ 

1 - fiilm ■ J 卜。 一 / 


=V fy ^ U こ—!^/ \/ フン y 公/ 

— フオルダ/リピ_トド/ 

閣测目咖〇目 


選択したらを 短く巧して 決定します。 

@レーマル]:通常再生 [リピート 1] :1曲のみ繰り返し再生 [リピート]:全曲繰り返し再生 

[ランダム]:曲順を入れ替えて再生 [ランダム A ] :曲順を入れ替えて繰り返し再生 

[フォルダ]:フォルダ内の曲のみ通常再生 [リピート鬥：フォルダ内の曲を繰り返し再生 

[ランダムロ ：フォルダ内の曲を曲順を入れ替えてち生 


/I 


〇 -度削除した曲は元に戻せません。充分にご確認のうえ、削除を実行して〈ださい。 


不要な曲を削除する 


w を 短く巧して メニュー画面を表示します。 

/► W を押して [7: サクジヨ] を選び 

) を短く押します。 


咖咖的邮 


!◄◄ / ►>! を押して [ミュージック] または 
[ボイスメモ] を選び 

W を 短く巧し ます。 


属罰曲 


[ミュージック] 
[ボイスメモ] 
[モドル] 


ボイス録音した曲な外のすべての曲が保存されています。 
ボイス録音した曲が保存されています。 

削除を中止します。 


削除ずる曲を選ぶ 


!◄◄ / ►►! を押して削除したい a を選びます。 



削除しますかマ ( yES'mgjd 

fSeagrand.MP3) 


+/—を押して [ Yes ] または Wo ] を選びます。 


m UU ^ M ' noxI 

[VES 一 8剛 


Yes( 削除します） 

No ( 削除しません） 


削除する 



©を短<押ずと削除を実行し、次の曲び選択されます。 

削除をやめて、元の画面に戻りたいとさは、 

@を 短く巧し ます。 


困つたとをは 




参いつのまにか電源が切れてしまう 

自動電源オフ時間（オートオフ）を設定している状態で一定時間何も操作しないと、自動的に電 
源が切れます。また、画面の消な時間（ディスプレイ）を設定している状況で、スクリーンセー 
バーを「オフ」に設定した場合、何も操作しない状態で設定した消な時間を経過すると、画面の 
表示が消えて電源が切れたように感じることがあります。この場合は何かボタンを押すことで再 
び画面を点なさせることができます。 

参インナーイヤホンから音が聴こえない 

音量がルさく設定されていないか、またインナーイヤホンが正しくイヤホンジャックに接続され 
ているかをご確認ください。 

♦シーグランドサポートセンター 

m 


巧日古 


〇已 70-0 己 02 已〇 / (携帯 -PHS) 03 -己 3] 9 -已 711 



























































































































































































































i 内蔵マイクで録音ずる(ボイス録音 K 軟? u 巧 f 


〇録音レベルは再生側の音量に依存します。本体では録音レベルは設定できません。 

〇録音時にイヤホンから聴こえる音量■音質は、巧生時のものと異なります。事前に試し 
録リをして、再生時の音量■音質をご確認ください。 


1:録音の開始 


© as 抄個巧したままにします。 



[レコードがートは" R " ボタンを巧して下をし、]と 

表示され、®を押すと 
録音び開始されます。 


録音中に®を短く押すと録音び一時停止され、 
再び短 < 巧すと録音を再開します。 


か : -III 屈3 01:00因] 

/V0 に E/V001.MP3 


〇録音開始時に@を巧す時間が短いと、録音は開始されません 
(内蔵スピーカーのオン/オフが切り替わります） 


2 :録音の停止 @を短く巧して録音を停止します。 



録音した曲び保存され、メイン画面に戻ります。 

@ボイス録音した曲は、 [ VOICE ] フォルダに保存されます。 


>1 


困った時には（録音編） 


^詳し < は 
7ニユアル 


oir 


♦録音できない 
な下の点をご確認ください 

1:内蔵マイクを音源に向けているか（ボイス録音時） 

2:外部オーディオ機器と正し〈接続しているか（外部入力録音時) 
3: メモリ残量が充分あるか 
4:バッテリー残量が充分あるか 


i か S 队力音を録音するけ卿入力録音）某端恩 y 


1:才ーデイオ機器との接続 


CD / MD プレイヤーなど、オーディオ機器と本体を 
接続します。 



接続するプラグやジャックを間違えると正し〈録音で 
きません。オーディオ機器と接続する場合は、充分に 
確認を行い正し〈接続してください。 


か部才ーデイオ機器 


か部入力 
ジャック 


イヤホン用の 
出力端子など 


付属ダイレクト ^ 

レコーデイングケーブル 


@外部オーディオ機器と接続して録音する場合、本体にイヤホンを接続して、録音する音を 
聴きながら、外部オーディオ機器の再生音量を調整してください。その際、少し音量が大 
きいと感じる程度の音量設定を推奨します。 

@テレビやビデオとの接続について： 

イヤホンを接続できる製品であれば、テレビやビデオデッキと本体の外部入カジャックを 
接続して外部入力録音（ダイレクトレコーディング）が可能です。 

@外部マイクとの接続について： 

外部マイクと本体を直接接続することはできません。ただし、外部マイクを一度オーディ 
才機器などに接続していただき、そのオーディオ機器と本体の外部入カジャックを接続す 
ることで外部入力録音（ダイレクトレコーディング）を行うことは可能です。 



® を短く J 甲してメニュー画面を表示します。 

を押して [10: ライン□クオン]を選びます。 


咖咖咖^§0 


参録音した音が悪い 

録音品質（サンプリングレート/ビットレート）をイ氏い値に設定すると、長時間の録音が可能に 
なりますが、録音した曲のサウンドクオリティーは低〈なります。録音する目的に応じて、 
最適な音質を選んで〈ださい。詳細については「録音時の品質を設定しよう（録音設定）」を 
ご覧ください。 


•いつのまにか録音が停止してしまう 

電化の残量が少ないと、[バッテリ残量低下]と表示され、録音が停止します。また、内蔵メモ 
リの空き容量がなくなった場合は[メモリがいっぱいです]と表示され、録音が停止します。不 
要な曲（オーディオファイル）を削除して〈ださい。 

参録音した音が聴こえない 

本体で録音される音は、再生するオーディオ機器の音量により変化しまず。そのため、再生側 
の音量をゼロにしてしまうと録音ができません。大切な録音を行う場合は、事前に試し録音を 
して、再生時の音量■音質をご確認〈ださい。また、録音中は音量を変化させないでください。 



3： 録音の開始 



@を短く巧して録音を押します。 

録音び開始し、録音ファイル名、録音経過時間び 
表示されます。 "" m nni ^ I 

/LINE/L001.MP3 


@録音中に 0) を短く押すと録音が一時停止され、再び短〈押すと録音を再開します。 


4： 録音の停止 



@を短く巧して録音を停止します。 

録音した巧び保存され、メイン画面に戻ります。 


@ダイレクト録音した曲は、山 NE ] フォルダに保存されます。 



1 FM ラジオをお< 


〇本製品は、イヤホンをアンテナとして FM 放送を受信します。 FM ラジオを聴くときは、 

必ずイヤホンをご利用〈ださい。 

〇電化の残量が少ないと雑音が発生しやす〈なりまず。充分に残量のある電ミ也をお使い〈ださい。 


:モード切り替え 



〇にイヤホンを接続します。 

メイン画面で [ FM ラジオ]ボタンを数秒 H 巧したまま 
にします。すると[お待ち下さいに表示された後、 

FM ラジオ画面 ( FM ラジオモード)に切り替わります。 


@ メイン画面（音楽の再生）に戻るには、 （ ivT ) ボタンを 
数砂間押したままにしますな P . 51 


©寬が 


80.0 MHz 


音楽 CD の曲を本体に取り込む 


^詳し <は 
マニュアル 


ms 


^•Windows Media Player はバージョン9な降をご使用〈ださい（本紙はバージョン10の内容 
で説明しています）。また 、 Windows Media Player の詳細な使い方は、同アプリケー 
ションの[ヘルプ]をご覧ください。不明点は、これらの製造元にお問い合わせくださし、。 

W パソコン本体、 0 S 、 その他アプリケーションの操作方法については、ご利用されている 
製品の取扱説明書をご覧ください。不明点は、これらの製造元にお問い合わせ〈ださい。 


1 : Windows Media PlayerlO を起動する な R 85 

2： CD をパソコンのドライブにセツトするな R 85 
3：曲を選択してパソコンに録音する な R 86 

4：本体をパソコンに USB 接続する な R 87 

5 :パソコンに録音した曲を本保に面送するな R 89 

6 :パソコンから本体を取りかす な R 93 


自動選局(オートスキヤン） 

@を短く巧してメニュー画面を表示します。 

/►W を押して [2 :オートスキヤン]を選び 

) を短く押します。 



I ■が taaei _| 

[0®3@ B@D J 


76.0-108. 日 MHz まで周波数び切り替わり、電波を 
受信すると順番にチヤンネルび割り当てられます。 

@手動で設定した周波数をチヤンネルに割り当てることもできますな P . 73 

^購入後初めて FM ラジオ画面に切り替える時は、自動的にオートスキヤンが始まりますな P . 47 


チヤンネル選択 


S ) を短<巧して、 [ PRESET ] と表示させます。 


p ~~ mm 


項^ か: | Q 3 SiiJ …"が 1™! 

しみ V… 

L 

80.0 MHz 


0© を押す時間が長いと電源が切れます 



/ W を押してチヤンネルを選択します。 


の 


I 回 


OMHz 


4： RJ 録音の開始/停止 な P 已 2 

©を数*巧したままにします。 FM ラジオの録音び開始し、録音ファイル名、 

録音経過時間び表示されます。な本紙『内蔵マイクで録音する』の欄をご参考ください 



® を短く巧して録音を停止します。 FM 録音した曲は [ FM フォルダに保をされます。 

〇録音開始時に®を押す時間が短いと、録音は開始されません(内蔵スピーカーのオン/オフが切り替わります) 


@パソコンを利用した本製品の活用方法の詳細よ、本製品取お説明書をご覧〈ださい 


を S に詳しいほい方 

本製品は、クイックマニュアルで説明している使いかたのほかにを、録音や 
R / I ラジオを楽しんだり、さまざまな再生ち法や設定びでさます。詳しい使い 
かたや困ったとさの対処ち法などは、本製品取扱説明書をご覧ください。 

ほ用上のヒントとトラブルシューティング 

本製品を使いこなすためのヒントと、陥りやすいトラブルとその原因、対処 
方法について本取扱説明書で説明しています。弊社ヴポートセンターにお問 
い合わせいただく前に、一度取扱説明書の本章の内容をご確認ください。 


使用上のヒント集〜このよラな時には 
困ったとさには（音楽再生〜メイン画面） 
困ったとさには（録音画面） 

困ったときにはラジオ画面） 

困ったとさには（全体的な操作） 
そのほかのよくあるお問い合わせ 


•P.98 

•P.100 

•P.102 

•P.103 

•P.104 

•P.106 


< 


シーグランドサポートセンター 


電言舌：^，0己 70-0 己02己0 / Giw - PHS )03-5319-571 1 
FAX :^:〇己7日-0日03已〇 
E - mail : nsup @ seagrancl . co.jp 

ホームぺージ: http :// www . seagrand . cojp / support / index.shtnnl 
電話対応時間月曜日〜金曜日娜祭日を除く） 10:00 〜〜 19:00 
±曜日(祝祭曰を除く） 10:00 〜〜 17:00 

xs 7 cn クイックマニュアル 

2006 年 7 月初版発行 

発売元:シーグランド株式会社 Printed in China 

乱 T 落本はお取り替えいたします。 

本書の一部、あるいは全部について、弊社から文書による許諾を得ずに、いかなる 
方法においても、無断で複写、複製することは禁じられています。 










































































































